
指定文化財等台帳（市指定文化財）

概要
所在地所有者 標柱の有無 あり なし所有者の住所 材質 石柱 木柱管理責任者管理責任者の住所 建立者備考 建立年月日

名称
経甕片口経甕片口経甕片口経甕片口

きょうがめかたくち
ふたつきふたつきふたつきふたつき

員数 １個分類（種別） 有形文化財（考古資料） 指定番号 考７指定等年月日 平成５年３月30日 時代構造・形式等 （甕）高さ19cm、口径10cm、底径14cm（蓋）高さ13cm、口径30cm、底径13cm　経甕は、お経を甕に入れて埋める経塚の流行により使用された。平安時代から天台宗系を中心に行われた。お経は「法華経」が最も多く、経典は紙本に書写し巻子本に仕立てられたものを普通とし、陶製の土器の中に入れすき間には木炭をつめるのが普通であった。中仙地域で出土した経甕はこの１個のみである。大仙市長野字一ノ坪　地内（中仙地域） 標柱関連情報大仙市大仙市大曲花園町１－１ その他（　　　　　　）
※ 詳しくは標柱台帳を参照のこと


